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1.はじめに 

日本社会では急速な高齢化が進み、高齢

者の健康寿命の延伸や生活の質（QOL）の向

上が重要な課題となっている。その一方で、

核家族化や単身世帯の増加により、社会的

孤立や孤独感の高まりが懸念されている。

こうした状況の中で、ペットは単なる「癒

し」の存在を超え、情緒的・社会的な支援

源として注目を集めている。 

しかし、ペット飼育が実際に高齢者の寿

命や健康にどのような影響を及ぼすのか、

また犬と猫でその効果に違いがあるのか

については、先行研究においても必ずしも

一致した結論が得られていない。本研究で

は、ペットの存在が高齢者の健康や生活満

足度に与える影響を多角的に検証し、その

意義を明らかにすることを目的とする。 

2.先行研究 

先行研究では、高齢者とペットの関係が

身体的・心理的・社会的健康に与える影響

が検討されている。三島（2018）の研究(1)

では、ペットの有無は高齢者の精神的健康

や友人との交流に影響を及ぼす一方、

IADL(Instrumental Activities of Daily 

Living)(2)や自立心には有意な影響は見ら

れなかったことが報告されている。 

犬の飼育そのものは身体的・精神的健康

に直接影響を与えないが、犬への愛着度の

強さは健康に影響することを示した杉田

（2009）(3)は日本におけるペットと人間の

関係解明において価値のある研究である。 

さらに、金児(2020)では、伴侶動物から

得られる支援が飼い主の主観的幸福感や

生活の満足度に正の影響を与えることが

示された(4)。特に、独居高齢者は同居家族

がいる場合よりもペットからの支援を強

く実感しており、ペットが社会的支援源と

して機能する可能性が示唆されている。 

これらの先行研究から、高齢者の生活や

健康においてペットの存在は単なる癒し

にとどまらず、心理的支援や社会的交流を

通じて間接的に健康や幸福感に寄与する

可能性があることが示されている。 

3.データ出典および分析対象者 

本研究は 2017年と 2018年に大阪商業

大学比較地域研究所と東京大学社会科学

研究所が共同で実施した社会調査である

「日本版 General Social Surveys〈JGSS-

2017,2018〉」のデータを 2次利用した。

サンプル数は 20歳～89歳までの２年合計

で 2,660だが、本研究では定年退職後の



55歳以上の 1276名を分析対象とした。 

ペットの飼育状況は下表の通りである。 
飼育なし 犬を飼育 猫を飼育 犬猫飼育 他の動物 

916人 192人 104人 22 人 42 人 

4.パス解析 

探索的因子分析により、Ⅰ.生活満足

度、Ⅱ.精神的健康度、Ⅲ.健康状態、Ⅳ.

挫折感について因子得点を測定し、欠損

値が多いⅤ.家事負担は別に測定した。 

図 1 探索的因子分析（OLS,プロマックス回転） 

図 2のパス解析モデルに因子得点 Fを

用いて健康状態への影響要因を分析し、

さらにペット種別に標準化パス係数に対

する調整効果を分析した。欠損値は処理

せず完全情報最尤法(FIML)で推定した。 

図 2 パス解析モデルによる調整効果分析 

 

パス解析の結果、健康度（状態）への

影響要因では、①精神的健康度(標準化パ

ス係数.38)が最も強く、②これに次ぎ生

活満足度(同.29）が強く影響している。

③挫折感も直接効果（同.10）では正の影

響を示したが、生活満足度(同-.39）、精

神的健康度（同-.54）に負の影響を与

え、これらの媒介変数を経由する間接効

果としては、健康度に負の影響を与えて

いる。④家事負担については弱い負の影

響（同-.09）を示した。家事負担が重い

ほど健康度が低下する傾向が見られる。 

5.調整効果分析 

4種のペットを調整変数とする調整効果

分析を行い、ペット種別に飼育なしのパ

ス係数を基準とする変化率（相対比-1）

を比較した結果、差異が見られた(図 3)。 

①生活満足度を介した健康度への影響

力は、犬または猫の飼育により向上し、

②精神的健康による健康度への影響力は

他の動物の飼育や特に犬猫の同時飼育に

より強く高められることが示唆された。

しかし、③挫折感による健康度向上への

直接効果はいずれも弱められ、他の動物

のパス係数以外は有意とならなかった。

④一方、挫折感による生活満足度と精神

的健康への抑制効果が、それぞれ、全

種、他の動物を除く全種で確認された。 

図 3 飼育なしに対する標準化パス係数の変化率 

6.考察結果および今後の課題 

ペットの飼育は、生活の満足度と精神

的健康度による健康増進効果を強める。

挫折感が強くてもそれを容認できる人は

過度な努力を控えるため健康が向上しや

すいと考えられる。ペット飼育を調整変

数とした本研究では、飼育が挫折による

不満を強める原因となったが、因果関係

としては、むしろ挫折によるストレス

（負のパス係数）が大きい人がペットに

癒しを求めて飼うと解釈した方が自然か

もしれない。この確認も含め、今後の課

題として、ペット飼育の要因を傾向スコ

アより考察して４種間の比較条件を揃え

るとともに、残差項 e1に残された健康度

への影響要因を解明して精緻化したい。 
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